
 

【運転士】  

１．日勤行路は乗務キロ３３０km 以内、泊行路は乗務キロ５００km 以内で作成されたい。  

２．大崎～恵比寿間の北行の運転時分を３分４５秒以上で設定すること。  

３．田町派出泊と田町運転区泊について泊地の再検討を行うこと。  

４．平日の１８４０Ｅと１５５６Ｅについて、国府津駅で接続／不接を明確にしたダイヤ設定とすること。  

５．平日２８３５Ｙについて、平塚駅で分割することにより後続列車に遅延が発生するため、ダイヤまた

は車両運用の改善を行うこと。  

６．平日 回３９７９Ｍの国府津車セ出区 ～折り返し発車までの間合いが短いため、入換ダイヤまたは列

車ダイヤの改善を行うこと。  

７．平日 回２８３４Ｍについて、小田原駅場内信号機警戒現示となるため、ダイヤを見直すこと。  

８．平日１６４３Ｅの国府津停車時間について、３０秒から１分に拡大すること。  

９．平日１５４５Ｅの小田原駅について、先行貨物列車の閉そくを受けるため定着できないので改善する

こと。  

10．平日１６２５Ｅの小田原駅について、先行列車の閉そくを受けるため定着できないので、改善する

こと。  

11．平・休 ７３３Ｍについて、平塚据え付け時間を発車の４分前とし、全開扉で始発運用とすること。  

12．休日１５４０Ｅについて、戸塚～横浜間で先行する回３８２２Ｍの閉そくを受けるため、ダイヤを

見直すこと。  

13．休日１８３８Ｅについて、茅ヶ崎～横浜間において回３０２２Ｍの閉そくを受けるため、ダイヤを

見直すこと。  

14．休日１６３９Ｅについて、小田原駅を中１着とし、１９３７Ｅを下本とすることで乗り換えの利便

を図ること。  

15．平・休１９５１Ｅについて、小田原折り返し後にこの列車を国府津駅４番線留置とする車両運用に

改めること。  

16．平日 １８７６Ｅについて、先行３０２８Ｍの影響で発車が遅れるため、時刻を見直すこと。  

17．休日 回３８２５Ｍ～回３８７５Ｍに熱海駅にて列番を変更しているが、通しで回３８２５Ｍとする

こと。 
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